
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神奈川区の庁内向けに、地域情報や地域

支援に関わる業務などをご紹介します。 
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■西神大寺団地自治会ではサロン「くつ

ろぎ広場」を平成 28 年 10 月から開催

している。月１回、第２木曜日、10 時～

12 時まで、お茶やお菓子を食べながら気

楽におしゃべりをし、季節に合った催し

物を楽しむ地域交流の場として、毎回 10

～15 人ほどが参加している。 

■企画したのは、区民活動支援センター

の相談員として勤務する傍らで、２年前

から西神大寺団地の自治会会長を引き受

けた黄淳子（こう じゅんこ）さん。 

黄さんは、10 年以上に渡り、主任児童

委員をはじめ自治会役員などに熱心に取

り組み、地域の核になっている女性だ。 

■この団地は築 34 年、242 世帯が住む

中規模団地で、引きこもりがちな高齢者

の増加、世代間の交流の減少、防犯の問題

など、団地内の人間関係が希薄になった

ことによる課題がある。さらに、売り買い

で家主が変わることで、住民の関係性が 

 

Case ３ 

ち
ょ
っ
と
息
抜
き
が
で
き
る
場
。
多
世
代
交
流
が
で
き
る
場
。 

地
域
サ
ロ
ン

【
く
つ
ろ
ぎ
広
場
】 

団体名：西神大寺団地自治会   

一層薄れてきていた。 

■事件も起こった。空き巣被害だ。これを

きっかけに昼間もひっそりしている団地

内の防犯が一層気になった黄さんは、日

中あまり活用されていない団地の集会所

を使って、防犯や困った時に声が出せる

関係づくりの場ができないかと考えるよ

うになった。 

■ちょうどその頃、第 1 期「神奈川区地

域づくり大学校」を受講する機会を得た。 

「地域づくり大学校」の中で、自分が地域

でやってみたい活動計画を制作する「夢

プラン」で、団地内で開催するサロンを描

いた。 

■いざ実現するにあたっては、一人では

難しく、地域の中で活動するには、まず自

治会の協力が必要だった。当時の会長に

相談し、長年の地域活動の仲間である民

生委員にも声をかけ、サロンの開設に向

けて一緒に考えた。 

 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■運営する上で意識したことは、「来た人をお客さん

にしないこと。出番や役割があると参加者も地域の

一員である意識が芽生えると思っています。」と黄さ

ん。また「はじめから決まったプログラムは作らず、

ゆるくやっています。張り切りすぎると続かないか

ら・・・。」とも言う。 

■「毎回、子育て中の方から一人暮らしの高齢者な

どの団地住民が訪れてくれます。開催がわかりやす

いように、昨年、目立つピンク色でのぼりを作りま

した。最近は、参加者が自主的にお茶菓子の配膳を

することが多くなりました。さらに、継続して学べ

るサークルを作りたいという人も現れています。」と

黄さんは喜ぶ。 

■今のところは、参加者が女性ばかりで男性が入り

づらいようだが、「このサロンを見て、男性も入会で

きる「シニアクラブ」を作りたいという声が聞こえ

てくるようになりました。」と黄さん。地域に集う場

ができたことが、住民の刺激になっているようだ。 

■「地域づくり大学校」でお世話になったまちづく

りコーディネーターによると、地域活動のポイント

は【小さな活動をたくさん実施する。町の特徴を知

り、生かす。人の出番や役割を作る。】と言う。まさ

しく「くつろぎ広場」は、小さな活動を定期的に実

施し、住民の出番や役割のあるサロンになりつつあ

るようだ。 

 

① ピンクののぼりが出ている時は「くつろぎ広場」の日 

② 「そこはどうやって折るの？」七夕用飾りを折り紙で

作る  

③  引っ越してきたばかりの子育て中の親子も参加し

てみんなでパチリ 

①  

②  

③  


